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1　エイズ発生動向調査

3 HIV感染者等保健福祉相談事業
4　エイズ患者等に対する社会的支援事業
5　個別施策層対応
6　ボランティア指導者育成事業
7　相談員養成研修事業
8　相談体制維持強化

9　保健所における血液検査の迅速化
　（検査機器等の整備）
10　保健所の個室相談室の整備
11　検査体制維持強化
12　検疫所でのHIV検査実施
13　エイズに関する教育・研修
14　保健所等におけるHIV検査・相談事業

医
　
療
　
の
　
提
　
供

1　エイズ治療のための個室病室等の整備
2　エイズ治療拠点病院に対する医療機器等
の整備

3　エイズ治療拠点病院診療支援事業
4　エイズ治療研究情報網整備
5 エイズ治療拠点病院医療従事者海外実地研修
エイズ治療拠点病院地域別病院長会議の開催

7　地方ブロックの拠点病院整備促進事業

8 エイズ治療・研究開発センター運営
9 医師、看護師、検査技師研修
10 HIV診療医師情報網支援事業
11　歯科医療関係者感染症予防講習
12　医療提供体制確保
13　血友病患者等治療研究

研
究
開
発
の
推
進

1　エイズ対策の研究
2　政策創薬総合研究
3

HIV感染者の調査研究事業
4

5　外国人研究者招聘等研究推進事業
6　エイズ研究センター運営
7　共同利用型高額研究機器整備

国
際
的
な

連
　
　
携

1　アジア地域エイズ専門家研修事業
2
3　エイズ国際協力計画の検討

4　開発途上国ワークショップ開催
5　エイズ国際会議研究者等派遣事業
6　エイズ国際会議開催支援事業

都
道
府
県
等
に
よ
る

エ
イ
ズ
対
策
促
進
事
業

・エイズ対策推進のためのマンパワーの養成事業
・啓発普及活動事業
・地域拠点病院治療促進事業
・エイズ治療拠点病院医療従事者実地研修事業
・エイズ治療拠点病院カウンセラー設置事業
・地域組織等活動促進事業　等

（厚生労働省資料）

1　エイズ知識啓発普及事業
2 「世界エイズデー」啓発普及事業
3　啓発普及（パンフレットの配布等）
4　エイズ普及活動

6　エイズ対策評価検討

7　エイズ予防情報センター事業
8　血液製剤安全性情報システム事業
9　青少年エイズ対策

人
権
の
尊
重
・
普
及
啓

発
及
び
教
育
・
関
係
機

関
と
の
新
た
な
連
携
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●多くの国民に対して、C型肝炎ウイルス検査を行い、早期に感染の有無を確認し、感染者に対し適切な治療
を行うことにより、C型肝炎ウイルス感染に起因する死亡を効果的に減らすことが可能。
●C型肝炎に関する正しい知識の普及は、適切な受診・受療行動につながるとともに、感染者に対する偏見・
差別等を防ぐためにも重要。

基本的な考え方

平成18年度予算額　53億円（17年度予算　51億円）

①　保健所等における肝炎ウイルス検査体制の強化（対象を40歳未満へ拡大・単独検査）
②　老人保健事業や政府管掌健康保険等における肝炎ウイルス検査の実施
③　健康保険組合、職域における健康診断の勧奨
④　検査と治療との連携強化

1．肝炎ウイルス検査等の実施、検査体制の強化

拡充

新規

①　血液透析、歯科診療に伴う感染や母子感染への対応
②　院内感染対策のための医療従事者講習会の実施等

3．感染防止の徹底

拡充

①　国民に対する普及啓発充実

・C Q＆Aの改訂やリーフレット等の作成

②　地域や職場等における相談機会の確保
　・肝炎に関する保健指導従事者研修の実施
　・職域における講習会の実施
③　相談事業の実施

4．普及啓発・相談指導の充実

拡充

拡充

①　診療体制の整備
　・全国C型肝炎診療懇談会の設置による全国的な肝炎診療水準の均てん化と向上
・
　・地域がん拠点病院の整備
②　治療のガイドラインの策定

④ C

2．治療水準の向上（診療体制の整備、治療方法等の研究開発）

年12月）
14年2

・ペグインターフェロンの保険適用（平成 年
16年1月）

・リバビリンとペグインターフェロンの併用療法に医療保険を適用（平成16年12月）

新規

拡充

新規

拡充

新規

（C型肝炎対策等に関する専門家会議報告書）
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